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                           Kyoko ARAI 
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                        (Director : Prof. S. Ishizu, M. D.) 
   Diabetic complications observed in the field of urology was studied with a special 
reference to the alterations in the male sexual glands. Based on the fundamental ex-
periments performed by Hasegawa, effects of various treatments were evaluated. The 
results  Summarized as follows. 
   1. Marked change was demonstrated in the male sexual glands of the experimentally 
induced diabetes. A rapid recovery was observed, however, if proper treatment was given 
in the early stage after the onset. 
   2. The pituitary-adrenocortical system showed decreased functions regardless treat-
ments. 
   3. Although many complicated factors must be considered in human diabetes, it was 
posturated that influences on the sexual glands are more pronounced in the cases where 
hypofunction is present in the pituitary-adrenocortical system.
1.緒 言
現在糖尿病 に関 して,数 多 くの研究 が行 なわ
れ,そ の発症原 因に関 して も,単 な る膵臓 ラソ
ゲルハンス氏島 β 細胞 の 機能異常 に よるのみ
でな く,α 細胞 や,膵 臓以外 の臓器 に よる発症
因子 まで,数 多 く挙 げ られ るに到った.
す なわち,泌 尿器科領域 に関係の深 い,内 分
泌腺 の機 能失調 が 糖尿病 に 関与 す る ことは,
SchmidtやStockinger等に よ り指摘 され,ま
たHaussay,Youngも下垂体 ・副腎系 の機 能
変化が,糖 尿病発症 に関与 してい る ことを述べ
ている.
その他,甲 状腺 ・膵 臓 ラ氏 島 α細胞性Gluca-
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つき,研究を行なった.











照例 と比較 した場合に,副 腎 睾丸に著明な変
化を認めた.
2)内 分泌学的には,下垂体ゴナ ドトロピソ
活性度 副腎 ビタミソC含有量 ・副腎コレステ
ロール含有量に明らかな差異を生 じた。













より治療開始 まで),お よび治療期間,発 症 し
た糖尿病の状態の程度等により,如何なる反応
を呈するか,ま た如何なる差異を生 じるかにつ
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精 細 管 間 質
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尿蛋白はシノテス ト2号尿蛋白定量試薬,尿 素窒素
はシノテス ト10ユ号尿素窒素測定試薬,ア セ トソ体は
シノテスト3号検尿用アセ トソ体定量試薬,コ レステ
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成長 ホル モン 投与,食 餌性糖尿 病,そ の他,
Dithizone,Oxine等の 薬物投与 等種 々の方法
により,動 物 に糖尿 病状 態を作成 し,各 種 の研
究が行なわれて来 た.
長谷川は,こ の実験的糖尿 病状態を,alloxan































































垂体 ・副腎系機能 とは平衡 しないが,他 の精液
所見 ・睾丸組織所見とはよく平衡 している.無

































下 と云 う傾向を示すに過ぎないが,ヒ トの場合
は,下 垂体 副腎系の関与が判然としない糖尿
病も当然あるわけで,ヒ トにおいて他の因子か





著者の治療群 では,長 谷川の 無治療群に比
し,著 明に改善 されている,すなわち家兎の睾
丸の組織学的変化 と良く平衡し,治療によく反
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して 以後恢復 はして 来 るが,Hypospermato-
genesisが大半を 占めるに反 し,著 者 の治療 群
では,Focalarrestの状態 にまで恢復 す るもの
が大部分 であ る.
この組織学 的所見 か ら,糖 尿病状 態におけ る
雄性性腺 の変化 は,極 力発症早 期か ら治療を開
始するのが良結果 を得 ることにな る点が判然 と
した.
vii)血液 ・尿所見
従来糖尿病時,ア セ トソ体(昏 睡時 上昇),
腎機能障碍等種 々の症状や合併 症が挙げ られ て
いるので,そ の点 か らも,腎 機能 の一端を知 る
意味 で尿 中蛋 白 ・血 中UreaN,血 管変化 の一
端等代謝面か らコ レステ 目一ル,ケ トソ体等 を
測定 し,血 糖値 の高低 ・糖尿持続期間 との関連
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